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４．プロジェクト企画調査の概要 

 本企画調査は、農林水産業や建設業など、地域社会や経済を支える基盤の維持や強化に

向けて女性の就労・活躍に着目し、女性が全てのライフステージを通して地域で安心して

生活が営めるような仕組みづくりを目指すものであり、本提案における多世代共創の明確

化や構想の具体化に向けて、４項目からなる調査を実施した。 

 

５．事後評価結果 

５-１．プロジェクト企画調査の目標達成状況 

 研究開発プロジェクトの提案に向けて有用な知見が得られているものの、プロジェクト

企画調査の目標については一部達成されなかった。持続可能な社会の実現に向けて女性に

着目した点は、多様性の観点からも意義のあるものである。しかしながら、多世代共創の

視点が依然として不明瞭である。また、女性のワークライフバランスや働きやすさ、活躍

の場を考えることを通して、新しい農林水産業等のあり方を提示していくことや、地域に

残った女性のみならず、若い女性の UJI ターンを促すといった当初の視点が薄れ、テーマ

がやや曖昧になっているようにも思われる。ワークショップやインターンシップを通して

得られた知見は一般的であり、研究開発として何を明らかにしようとしているのか、類似

の取り組みとの違いや特徴がどのような点にあるのか、十分に伝わってこなかった。 

 

５-２．研究開発プロジェクトの提案に向けて 

 本提案における多世代共創について、どのような多世代（子ども、若者、高齢者や、地

方在住、都市在住等）が、どのような交流を行うことで、何を共創していくのか、持続可

能性との関係も含めて具体的に提示することが求められる。また、類似の取り組みや従来

の研究との違いを明確にし、本提案の必要性や重要性を分かりやすく提示することが望ま



れる。調査の実施前後で、情報や認識の違いが明らかになった様子が窺えたが、それは地

域で活躍する女性の声が反映された結果と思われる。プロジェクト提案を検討するにあた

っては、多様な形で地域に根差して活躍する女性や、農林水産業や観光等の現場にいる人々

と共に具体的な問題設定を行っていただきたい。そして、研究開発として明らかにしたい

ことや課題、プロジェクトの実施計画、目指す成果について、明確化することを期待する。

また、提案する活動が、どのような人々に対し、どのような変化を促そうとするのか、ま

たどのような効果がもたらされるのかについても明示することが望まれる。 
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